
2025年度共立女子大学・短期大学地域連携プロジェクト

ビジネス学部 野沢誠治 野沢ゼミ3年

【目的と概要】

【提案内容】

【まとめと考察】

愛玉子（オーギョーチー）の
浸透プロジェクト

本プロジェクトでは、マーケティングやデータ収集とその分析により本質的
課題を捉えながら、横浜中華街でのフィールド調査や体験を経て解決策を検
討してきました。最終発表での企業担当者からのコメントでは、「いずれの
チームも市場データの比較やマーケティング分析、収益シミュレーションな
どが盛り込まれた、本格的な提案であった」と高い評価をいただきました。
今回の地域連携プロジェクトを通じて、学生は社会課題を解決することの

難しさを感じながらも、学修したことや身につけたスキルが社会課題を解決
するのに役立てられたこと、チームで様々な困難を乗り越え最終提案に結び
付けられた経験が得られたことは、学生自身の成長に大きく寄与できたもの
と感じています。

【謝辞】

本学と連携協定を締結している国分FFT（フレッシュ・フードトランス）㈱様は、横浜中華街との連携の中で、
「愛玉子（オーギョーチー）」（台湾では人気のあるデザート）を日本で販売することを模索しているが、日本
での認知度が低いことが課題となっています。
そこで、野沢ゼミ（3年）では、ゼミナールの専門的な学修（マーケティングとデータ分析）とビジネス学部で

学んできたこと（リーダーシップスキルなど）を活かして、3年ゼミ生が三つのチームに分かれ「愛玉子」の認知
度を高める施策や方法を学生ならではの斬新なアイディアを盛り込みながら提案に結び付けることとしました。
横浜中華街や展開店舗でのフィールド調査を踏まえながら、「愛玉子」の魅力を効果的に伝え、地域社会に新た
な食文化を根付かせる提案を目指しました。

本プロジェクトを遂行するにあたり、国分FFT（フレッシュ・フードトランス）㈱のマーケティング部・地域共創
部の齊藤部長、大野様に大変お世話になりました。この場を借りて深く感謝申し上げます。また、社会連携セン
ターをはじめ、学内の関係者の皆さまに多大なるご支援を賜りましたこと深く御礼申し上げます。

最終発表後にゼミ生とプロジェクト関係者の皆様
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